

























の元奥書を持ち、成立後十年ほどにおける書写本をもととする。外題・内題とも「百番哥合」とあり、 「玉吟抄」とは名乗らず、作者名も「三卜」 「山蒼斎」とのみ記し判者名も記さないのは、既に言い捨てではあり得ないが匿名性を愉しみもする知的な遊びとしての当時の狂歌の位相を示 ていよう。　
近衛信尋筆本にも四十九番・百番に依拠本の段階ですでに失われていたと思われる脱落があるなど若干の不備はある





20.5 糎、外題「百番哥合」 （但、右端上に小さく打付書で墨書） 、内題「百

















〔凡例〕一、翻字は原則として原本表記の通りとする。一、旧字体・異体字・合字は通行の字体に改めた。一、狂歌に番号を付した。一、狂歌・判詞部分の清濁を分かち、判詞部分 は句読点・並列点を施した。一、挿入語句は本文に組み込んだ。一、虫損等による 読不能箇所は□で示した。一、各番の後ろに叡山文庫本との校異を、 「・ （陽明文庫本本文）──（叡山文庫本本文） 」の形で示した。一、校異は、漢字・仮名の表記の違い、送り仮名の有無は示さない。一、校異には私に濁点を付さない。また、叡山文庫本に於る見せ消ちは訂正後の本文に従っ なお叡山文庫本が記す、




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































158 しらじかし我身 しめ 手枕を れて風ひく肩おもひをば
 
 
 
左歌長於譬喩。為勝。
 
 
 
 
・片思──片恋
　
・みは──みよ
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八十番 
 
左
　　　　
恨
159 うらむなよ肩のうへにて柿うちわあふぎのけたる我あひのかぜ
 
 
右
勝
160 立帰きげんをとらん様もなし過言まじりに恨はてゝき
 
 
 
右心工也。為勝。
 
 
 
 
・恨──恨恋
　
・立帰──立帰り
　
・きけん──機嫌
　
八十一番 
 
左
勝
　　　
暁
161 大ねするぬた聖道のくみあぐるあかつき起は夜明にぞなる
 
 
右
162 明ぬるかかぶる鼠のしづまりて足音忍ぶ天井のうへ
 
 
 
右こまやかにあり〳〵と聞えたるを、左のぬた聖道の後夜起、心詞殊勝、鼠は穴かしこ負侍べし。
 
 
 
 
・大ね──大寝
　
・明ぬるか──明ぬるに
　
・聞えたるを──聞えたり
八十二番 
 
左
持
　　　
松
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163 湖の汀なれどもから崎の松の枝つきしほらしきかな
 
 
右
164 茶せん松すぐなるはしんゆがめるは又そへにとてとにかくにきる
左のから崎の松こそたぐひなく侍れど、右のたて花に池坊もん阿弥が花瓶には、猶こまやかなる枝さしや侍らん。なずらへて持とす。
 
 
 
 
・茶せん──茶戔
　
・そへに──そへよ
　
・侍れ──侍
　
・池坊──池之坊
　
・もん──文
 
 
 
 
・花瓶には─ 花瓶に
　
・なすらへて持とす──×
八十三番 
 
左
持
　　　
竹
165 さきも根も心ちよげなる竹の子の六寸斗おへそ出たる
 
 
右
166 男をばせぬ〳〵といふ御比丘尼のはらむに似たる竹 じねんこ
 
 
 
左尾籠、右過言、いづれも一ふしなきにあらず。是も持と申べきにや。
 
 
 
 
・おへそ──おひそ
　
・しねんこ──しねんに
　
・いつれも──何も
　
・是も──是も又
 
 
 
 
・申へきにや 申へきや
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八十四番 
 
左
勝
　　　
苔
167 萱堂の軒におへたる高野苔弥勒の世まで根をやさすらん
 
 
右
168 むさ〳〵とはらはぬ庭は岩ほにもならねど苔のむすさゞれいし
 
 
 
左弥勒の世をかけたる、こちたくきこえたり。為勝。
 
 
 
 
・おへたる──生たる
　
・岩ほにも──いはひても
　
・ならねと──なしても
　
・こちたく──古事たくみ
八十五番 
 
左
勝
　　　
鶴
169 世中に鷹といふ物なくもがな千代もと思ふ鶴の子のため
 
 
右
170 仙人の薬なりとや鶴くびにのみこ 酒ぞ千代の友なる
 
 
 
左下句殊にすぐれたり。勝とす。
 
 
 
 
・友──ため
八十六番 
 
左
　　　　
山
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171 しろむれば雪のごとくになる米をふじの山程つみてもたばや
 
 
右
勝
172 かろき塵積てなら いかなれば風の吹とも山の動ぜぬ
 
 
 
左ねがひ事あまり芬なるにや、右哥がらたけ有てきこゆ。勝とす。
 
 
 
 
・つみて──つきて
　
・いかなれは──いかならん
　
・動せぬ──動せす
　
・ねかひ事──ねかひ斗
 
 
 
 
・あまり──あまりに
　
・右──右の
　
・勝とす──為勝
八十七番 
 
左
　　　　
川
173 世中は何やらかやらいとまなみせり〳〵川に行月日
 
 
右
勝
174 何事も昔にはあらぬ今出川内裏のあたりむさと流れて
 
 
 
左は世間の観念、右は朝廷の零落をなげくにや、左まけて侍れ。
 
 
 
 
・流れて──浪
流欤て
　
・まけて侍れ──まけに侍れ
　
・×──右勝
八十八番 
 
左
勝
　　　
野
175 おさめたるはては有けりまつり事その細川のむさし野の原
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右
176 いやな事聞もいれじと世中にかぶりをうらば内野なりけり
 
 
 
左積善家有餘慶ことはり殊勝也。為勝。
 
 
 
 
・おさめたる──納めたる
　
・聞もいれし──きゝても入し
　
・うらは──ふらは
　
八十九番 
 
左
勝
　　　
関
177 国〳〵の数かぎりなき伊勢参銭やたまるの関路なるらん
 
 
右
178 これや此しるもしらぬもわかれぬは伊勢路の関のつくり山伏
 
 
 
右上句古哥のすがた其まゝにて、いかゞなるうへ、左かのたまり物こそめでたく聞え侍れ。いかにも勝ぬべし。
 
 
 
 
・古哥の──古哥
　
・かのたまり──かのたまる
　
・めてたく──目出
九十番 
 
左
　　　　
橋
179 虫けらも安く飛てや渡るらんみぞにかけたるこうろぎの橋
 
 
右
勝
180 いくたりか四条五条の橋の上老若男女ふみやぶるらん
近衛信尋筆、狂歌合『玉吟抄』 本文と校異69
 
 
 
右尤勝侍べし。
 
 
 
 
・安く──やかて
　
・飛てや──とんてや
　
九十一番 
 
左
勝
　　　
海路
181 和泉なる界によするはかた舩涌出る程おほきから物
 
 
右
182 しぶ柿も秋より後のうみべたにけんようもなき風のはや舩
 
 
 
右世を海辺とこそ申たるを、へたのきを用られたる心よくも侍らず。左可勝。
 
 
 
 
・界──堺
　
・から物──唐物
　
・き──義
　
・用られたる──用られる
　
・よく──能
 
 
 
 
・左可勝 左為勝
九十二番 
 
左
勝
　　　
旅
183 旅人の命なりけり用心にさせる刀のさやの中やま
 
 
右
184 旅の道はみ物なきに足くひてわらぐつのみや飽満はせし
 
 
 
右はみ物なき道すがらたよりなく聞えけり。左はたのもしきにつきて、勝べきにや。
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・さや──小夜
　
・旅の道──旅の道に
　
・足くひて──あしくゐて
　
・右──右の
　
・つきて──つけて
九十三番 
 
左
　　　　
別
185 別行名残おしみのよるの酒酔なきしてものみ明す哉
 
 
右
勝
186 あすとくといひし別のおしまれて又ひる立もくらす旅人
 
 
 
右旅人の有様あり〳〵と聞えたり。勝べきにこそ。
 
 
 
 
・酔なき──ゑひなき
　
・くらす──見えす
　
・聞えたり──聞え侍る
九十四番 
 
左
勝
　　　
山家
187 とちの木のおく山ずみになれる身はにが〳〵 くもさびしかりけり
 
 
右
188 山里もやもめ住をばうしとてや妻木をたえずそばにたえず
をくらん
 
 
 
左ことがらよろし。勝とす。
 
 
 
 
・やもめ──やまめ
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九十五番 
 
左
持
　　　
田家
189 秋の田の門の入口牛ほえておくにはうたひすりうすのをと
 
 
右
190 かり庵は四でふ半敷あらねどもすきこそみゆれ結句からすき
左田家のさまあり〳〵としたてられたる、言語道断にみえ侍るを、右の鋤耒を当世の数奇に取成、唐物取ならべたる座敷にしたてられたる、いづれと申がたし。しばらく持にても侍らんかし。
 
 
 
 
・からすき──犂
　
・言語道断にみえ侍る──×
　
・鋤耒──鋤
　
・当世の──当世
　
・取成──執なし
 
 
 
 
・座敷──座席
　
・したてられたるいつれと──したてられたり侍れと
　
・申かたし──申さし
 
 
 
 
・侍らんかし ─候し
九十六番 
 
左
　　　　
懐旧
191 れうしにも書とめばやと思ふ哉年寄たちのふる物がたり
 
 
右
勝
192 かひなきは年の寄たる尼が髪たけなといふもみた人 なし
 
 
 
右題の心もよくかなへり。勝べきにや。
 
 
 
 
・れうし──料紙
　
・みた人は──見た人も
　
・題──頭
　
・勝へき──可為勝
72
九十七番 
 
左
持
　　　
夢
193 御佛の太刀をなりともかたげばや夢の中間に生ると思へば
 
 
右
194 胸のうへにをきたる手にて結ぶてふおひえて夢の又やさむらん
 
 
 
左右共に心あり。持にや。
 
 
 
 
・うへに──上
九十八番 
 
左
　　　　
無常
195 いきてよもあすまで人はながら じ此夕暮とねがへ後世
 
 
右
勝
196 うへ死も又酔死もうち死も恋死もいやしなばそら死
左ふるごとそのまゝをかれたる見所侍るを、右は悉皆死の字にてしたてられ、しかも不滅のことはりきこえ、入道蛛の振舞にてかへりて彭祖が齢をもたもつべき人のことぶきとも成ぬべければ、勝の字を付侍べし。
 
 
 
 
・をかれたる──をかれたり
　
・かへりて──帰りて
　
・齢をも──齢を
　
・成ぬ──成
 
 
 
 
・付侍へし──侍へし
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九十九番 
 
左
　　　　
述懐
197 歌の道飛たつ計思ふ人猶こしおれに成もこそせめ
 
 
右
勝
198 哥の会連 御会酒の会それよりおほき人の述懐
 
 
 
左哥道執心尤やさしきを、腰折にては哥合に勝侍らん事おぼつかなきにつきて、これも右を勝と定申べし。
 
 
 
 
・にては──にて
　
・歌合──歌会
　
・事──×
　
・右を──右
百番 
 
左
持
　　　
祝
199 武士のつるぎを箱におさめよと数珠 つかにて世を祈る哉
 
 
右
200 目出たし目いてたしとはよきをいふあしかる事はたゝ入目な
左干戈をやむるを武
　　　　　　　　　　　　
数珠のつかにて天下をいのる道たのもしく侍り。仏法王法武運
民俗さかりなるべき時いたりたる、ことの葉にあらはれ侍り。右あしかる事の入目ならん事、除災与楽の祝詞何事か是にしかん乎。両首和親の思ひをなさるべき事よろし。持と定申べし。
 
 
 
 
・おさめ──納
　
・数珠──すゝ
　
・つか──束
　
・目出たし目いてたし──目出たしな〳〵
 
 
 
 
・左──右
　
・武──武士とすといへる心しはらく侍り
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・数珠のつかにて天下をいのる道たのもしく侍り──×
　
・ことの葉──言葉
 
 
 
 
・入目ならん──いりならん
　
・与楽の──与楽
　
・定申へし──定可申也
左勝四十一
　
右勝三十一
　
持廿八
 
 
 
 
・持廿八──持二十
　
　　
天文十年辛丑三月十六日
 
 
 
 
・天文十年辛丑三月十六日──×
 
 
 
 
・×──玉吟抄
　
可号誹諧抄也
 
 
 
 
・×──慶長十三 卯月七日書写之
　
実祐之
 
 
 
 
・×──たのむそよ若もまとろむひまあらは吹をとろかせみねの松風
 
（以上）
〔追記〕
　
本資料の翻刻を御許可下さいました陽明文庫名和修文庫長の御高配に感謝致します。
（本学教授）
